






要約:沼津市立病院救急室を受診した 15 歳以下の児を対象に,1991 年 1 月から 1994 年 12

月までの 4 年間の事故の実態調査を行い,保健指導開始前と開始後を比較することにより

保健指導効果について検討した。小児事故患者数の救急室受診者総数に対する割合,およ

び救急室受診小児の総数に対する割合を比較すると,保健指導開始後では有意に低いとい

う結果が得られた。

性差は保健指導前後で差はなかった。月齢については,平均で比較すると有意差はなかっ

たが,年齢階級別に比較すると,3-5 歳の年齢階級の割合が有意に減少していた。今後,社

会全体に小児の事故対策の必要性と保健指導を啓発し,日本における小児の不慮の事故を

少なくする努力が重要と考えられた。


